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ト
カ
ラ
列
島
小
宝
島
の
海
賊
伝
説

原　

田　

信　

之

（
日
本
文
学
）

　

鹿
児
島
県
ト
カ
ラ
列
島
の
小
宝
島
に
は
、
海
賊
に
関
す
る
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
島
の
伝
承
に
よ
る
と
、
昔
、
与
助
・
与
太
郎
・

甚
之
助
と
い
う
三
人
組
の
海
賊
た
ち
が
や
っ
て
き
て
掠
奪
行
為
を
働
い
た
が
、
島
の
人
た
ち
は
畝
神
山
の
所
に
あ
る
穴
に
隠
れ
て
助
か
っ

た
と
い
う
。
島
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
と
、
現
在
で
も
「
畝
神
の
隠
れ
穴
」「
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子
」「
与
助
か
ら
逃
げ
た
人
」

「
与
助
が
焼
い
た
セ
ン
リ
堂
」「
与
助
の
最
期
」
な
ど
多
数
の
関
連
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
与
助
は
実
在
し
た
海

賊
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、『
島
津
家
列
朝
制
度
』
や
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
は
、
弘
治
（
一
五
五
五
〜
一
五
五
八
）・
天
正
（
一
五
七
三
〜

一
五
九
二
）
の
頃
、
日
向
国
よ
り
海
賊
与
助
ら
が
兵
船
を
仕
立
て
て
ト
カ
ラ
の
島
々
（
七
島
）
に
年
々
や
っ
て
き
た
が
中
之
島
で
殺
害
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
与
助
の
殺
害
方
法
で
、
中
之
島
の
伝
承
で
は
焼
き
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
小
宝
島
で

は
落
と
し
穴
に
落
と
し
て
生
き
埋
め
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
島
の
自
然
を
背
景
に
し
て
語
ら
れ
る
小
宝
島
の
海
賊
伝
説
は
、
ト
カ

ラ
の
島
々
の
自
然
や
文
化
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
考
察
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
興
味
深
い
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

 

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
ト
カ
ラ
列
島
、
七
島
、
小
宝
島
、
中
之
島
、
海
賊
与
助

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

ト
カ
ラ
列
島
は
薩
南
諸
島
の
う
ち
屋
久
島
か
ら
奄
美
大
島
ま
で
の
間
に
あ
る
島
々
を
い
い
、

有
人
島
と
し
て
は
口
之
島
、
中
之
島
、
平
島
、
諏
訪
之
瀬
島
、
悪
石
島
、
小
宝
島
、
宝
島
が

あ
る
（
昭
和
四
十
五
年
か
ら
臥
蛇
島
は
無
人
島
）。
江
戸
時
代
の
地
誌
『
三
国
名
勝
図
会
』
巻

之
二
十
八
「
七
島
」
の
項
に
「
七
島
と
は
、
口
島
・
中
島
・
平
島
・
諏
訪
瀬
島
・
臥
蛇
島
・

悪
石
島
・
宝
島
、
是
な
り
、
此
諸
島
南
海
の
中
、
遠
近
羅
列
し
て
、
一
処
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、

総
名
を
七
島
と
い
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
口
之
島
・
臥
蛇
島
・
中
之
島
・
平
島
・
諏
訪
之
瀬
島
・

悪
石
島
・
宝
島
（
小
宝
島
を
含
む
）
を
七
島
（
し
ち
と
う
）
と
よ
び
、
現
在
は
鹿
児
島
県
鹿

児
島
郡
十
島
村
（
と
し
ま
む
ら
）
に
属
し
て
い
る
。
三
島
（
ま
た
は
上
三
島
。
硫
黄
島
・
竹
島
・

黒
島
。
現
三
島
村
）
に
対
し
て
七
島
（
ま
た
は
下
七
島
）
と
よ
ば
れ
た
。
近
世
に
は
七
島
の

口
之
島
・
中
之
島
・
宝
島
に
津
口
番
所
・
異
国
船
番
所
・
異
国
船
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て

鹿
児
島
藩
庁
か
ら
在
番
が
派
遣
さ
れ
、
七
島
各
島
に
は
島
民
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
郡
司
が

置
か
れ
七
島
郡
司
と
呼
称
さ
れ
た
。

　

こ
の
ト
カ
ラ
列
島
の
島
々
に
は
海
賊
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
昔
、
与
助
と
い
う
海
賊

（
１
）

（
２
）

論
　
稿
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が
や
っ
て
き
て
、
人
さ
ら
い
や
掠
奪
を
し
た
と
い
う
。
ト
カ
ラ
列
島
中
之
島
に
は
、
与
助
岩

と
い
う
巨
岩
が
あ
り
、
そ
の
岩
は
海
賊
与
助
に
ま
つ
わ
る
も
の
と
し
て
中
之
島
で
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
中
之
島
の
伝
承
に
よ
る
と
、
与
助
は
与
助
岩
の
と
こ
ろ
で
焼
き
殺
さ
れ
た
が
、

死
ぬ
時
に
ブ
ト
（
ブ
ヨ
）
に
な
っ
て
血
を
吸
っ
て
や
る
と
言
い
残
し
た
と
い
い
、
そ
れ
以
降

中
之
島
で
は
ブ
ト
が
多
く
い
る
と
い
う
。

　

海
賊
与
助
は
ト
カ
ラ
の
島
々
を
掠
奪
し
て
ま
わ
っ
た
と
い
い
、
小
宝
島
に
も
海
賊
与
助
に

関
す
る
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

小
宝
島
は
宝
島
の
北
東
約
十
五
キ
ロ
に
あ
る
隆
起
珊
瑚
礁
に
囲
ま
れ
た
周
囲
五
キ
ロ

弱
、
面
積
一
平
方
キ
ロ
の
島
で
、
温
泉
も
湧
出
し
、
南
西
部
に
小
宝
島
港
、
北
東
部
に
城
之

前
漁
港
が
あ
る
。
近
世
に
は
鹿
児
島
藩
船
奉
行
の
管
轄
下
、
宝
島
に
宝
永
（
一
七
〇
四
〜

一
七
一
一
）
頃
に
津
口
番
所
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
異
国
船
番
所
・
異
国
船
遠
見
番

所
が
設
置
さ
れ
、
派
遣
さ
れ
た
在
番
は
宝
島
・
小
宝
島
を
管
轄
し
、
在
番
の
指
示
の
下
で
宝

島
郡
司
が
浦
役
を
兼
ね
な
が
ら
島
政
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
現
地
で
採
集
し
た
口
承
資
料
な
ど
の
検
討
を
通
し
て
、
小
宝
島
の
人
々
の
間
で

語
り
継
が
れ
て
き
た
海
賊
伝
説
に
つ
い
て
ま
と
め
、
南
西
諸
島
の
伝
説
の
一
側
面
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
Ⅰ
　
日
向
国
油
津
の
海
賊
与
助

　

ま
ず
、
与
助
と
い
う
海
賊
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
中
之
島
や
小
宝
島
の

伝
承
に
よ
る
と
、
与
助
は
日
向
国
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

文
政
（
一
八
一
八
〜
一
八
三
〇
）
初
期
成
立
の
鹿
児
島
藩
の
法
制
経
済
史
料
集
『
島
津
家

列
朝
制
度
』
に
、
ト
カ
ラ
列
島
の
海
賊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
傍
線
お
よ
び

丸
括
弧
内
注
記
原
田
）。

　
　

 　

弘
治
・
天
正
之
年
号
之
比
、
日
向
国
よ
り
悪
党
共
数
船
之
兵
船
を
仕
立
、
年
々
参
り
、

島
々
之
有
も
の
女
童
共
押
取
、
段
々
狼
藉
仕
、
島
々
及
難
儀
、
右
悪
党
共
、
七
島
之
内

ニ
て
皆
共
打
取
、
其
節
之
為
御
褒
美
、
具
足
・
甲
・
鑓
・
長
刀
拝
領
被
仰
付
、
中
之
島

郡
司
所
持
仕
候
、
且
又
、
右
悪
党
共
墓
所
等
、
右
島
へ
有
之
候　

／
（
略
）
／
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
寅
八
月　

六
島
郡
司

　
『
島
津
家
列
朝
制
度
』
の
こ
の
記
述
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
寅
八
月
に
六
島
郡
司

が
薩
摩
藩
に
報
告
し
た
文
書
中
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
は
、
弘
治
（
一
五
五
五
〜

一
五
五
八
）・
天
正
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）
の
頃
、
日
向
国
よ
り
悪
党
た
ち
が
数
船
の
兵

船
を
仕
立
て
て
ト
カ
ラ
の
島
々
（
七
島
）
に
年
々
や
っ
て
き
て
、
島
々
の
物
や
女
性
・
子
ど

も
な
ど
を
強
奪
し
て
狼
藉
を
働
く
の
で
島
々
は
難
儀
し
、悪
党
た
ち
を
七
島
内
で
皆
打
ち
取
っ

た
こ
と
、
そ
の
時
に
褒
美
と
し
て
い
た
だ
い
た
具
足
・
甲
（
か
ぶ
と
）・
鑓
（
や
り
）・
長
刀

を
中
之
島
の
郡
司
が
所
持
し
て
い
る
こ
と
、
悪
党
た
ち
の
墓
所
等
が
中
之
島
に
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。『
島
津
家
列
朝
制
度
』の
こ
の
記
述
で
は
、「
悪
党
共
」が「
日
向
国
」か
ら
や
っ

て
き
た
と
あ
る
の
み
で
、
海
賊
た
ち
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
中
之
島
に
あ
る

と
い
う
悪
党
た
ち
の
墓
所
が
ど
こ
を
指
す
の
か
良
く
わ
か
ら
な
い
が
、
中
之
島
で
海
賊
た
ち

を
焼
殺
し
た
場
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
与
助
岩
」
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
巻
之
二
十
八
「
中
之
島
」
の
項
に
は
、
海
賊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　

 　

日
州
油
浦
人
の
侵
掠　

天
正
の
比
、
日
向
国
油
浦
よ
り
、
東
与
助
・
渡
邊
甚
之
助
・

黒
木
与
太
郎
、
兵
船
数
艘
に
乗
て
、
七
島
へ
渡
海
し
、
男
女
財
物
を
掠
む
、
土
民
等
大

に
患
ふ
、
中
島
に
於
て
、
郡
司
日
高
太
郎
左
衛
門
有
益
と
い
へ
る
者
、
其
賊
を
討
て
是

を
誅
す
、
本
府
其
功
を
賞
し
て
、
鎧
三
領
・
鎗
三
本
・
眉
尖
刀
一
本
を
、
有
益
に
賜
ふ
て
、

褒
賞
せ
ら
る
、
其
家
今
に
是
を
伝
ふ

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
成
立
し
た
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
三
国

の
地
誌
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
を
典
拠
と
し
た
と
み
ら
れ
る
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
が
明
治
時
代

初
期
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
は
、天

正
の
頃
に
日
向
国
油
浦
（『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』
は
「
日
向
国
油
津
」）
か
ら
東
与
助
・
渡
邊

甚
之
助
・
黒
木
与
太
郎
が
兵
船
数
艘
に
乗
っ
て
七
島
に
渡
海
し
て
男
女
財
物
を
か
す
め
取
っ

た
た
め
島
の
人
々
が
非
常
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
、
中
之
島
の
郡
司
日
高
太
郎
左
衛
門
有
益

が
そ
の
賊
を
討
ち
取
り
、
本
府
（『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』
は
「
国
主
」）
が
そ
の
功
績
を
賞
し

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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て
鎧
（
よ
ろ
い
）
三
領
、
鎗
（
や
り
）
三
本
、
眉
尖
刀
（
び
せ
ん
と
う
）
一
本
を
有
益
に
与

え
て
ほ
め
た
た
え
た
こ
と
、
そ
の
家
に
今
も
こ
れ
ら
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
『
三
国
名
勝
図
会
』（
お
よ
び
そ
れ
を
引
用
し
た
『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』）
に
は
、
海
賊
の
名

前
が
東
与
助
・
渡
邊
甚
之
助
・
黒
木
与
太
郎
で
あ
る
こ
と
、
海
賊
た
ち
は
日
向
国
油
浦
（
油
津
）

か
ら
来
た
こ
と
、
海
賊
を
討
ち
取
っ
た
の
が
中
之
島
の
郡
司
日
高
太
郎
左
衛
門
有
益
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
、
先
に
み
た
『
島
津
家
列
朝
制
度
』
に
は
な
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

海
賊
た
ち
が
そ
こ
か
ら
来
た
と
い
う
日
向
国
油
津
に
は
、
油
津
湊
（
あ
ぶ
ら
つ
み
な
と
）

と
い
う
有
名
な
良
港
が
あ
っ
た
。
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
宮
崎
県
の
地
名
』
に
よ
る
と
、
油

津
湊
は
現
在
の
宮
崎
県
日
南
市
油
津
に
あ
り
、
近
世
に
は
飫
肥
城
下
の
外
港
の
役
割
を
果
し
、

飫
肥
領
四
浦
と
称
さ
れ
た
油
津
湊
、
大
堂
津
、
目
井
津
、
外
浦
の
四
浦
の
な
か
で
も
油
津
湊

が
最
も
賑
い
を
み
せ
、
湊
に
面
し
て
町
場
も
発
達
し
て
い
た
と
い
う
。
湊
の
規
模
は
東
西
十

町
・
南
北
十
一
町
四
十
間
、
深
さ
は
干
潮
時
に
四
仞
三
尺
、
満
潮
時
に
六
仞
ほ
ど
で
、
湾
口

が
南
に
面
す
る
た
め
、
北
風
に
は
強
い
が
南
風
に
弱
く
、
七
月
・
八
月
頃
に
強
い
南
風
が
吹

く
兆
し
が
あ
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
外
浦
港
に
廻
船
し
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
の
飫
肥
領
国
絵
図
控
に
は
約
百
艘
の
大
船
を
繋
げ
、「
日
向
地
誌
」
に
は
一
年

間
の
船
の
出
入
り
は
約
二
五
〇
艘
と
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
宮
崎
県
の
地
名
』
の

「
飫
肥
」
の
項
に
「
室
町
・
戦
国
期
に
は
地
内
の
飫
肥
城
（
南
北
朝
期
の
築
城
と
い
う
）
が
島

津
氏
の
日
向
国
南
部
経
営
の
拠
点
と
な
り
、
同
城
や
そ
の
城
付
地
を
飫
肥
あ
る
い
は
飫
肥
領

と
よ
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
」「
飫
肥
か
ら
櫛
間
（
現
串
間
市
）
に
至
る
港
湾
は
海
上
交
通
の
要

地
と
し
て
海
賊
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
た
」と
あ
る
よ
う
に
戦
国
時
代
の
日
向
国
の
港
湾
は
海

賊
た
ち
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
与
助
た
ち
は
日
向
国
油
津
湊
か
ら
ト
カ
ラ
の
島
々

に
行
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。戦
国
時
代
の
日
向
国
油
津
湊
が
海
賊
の
拠
点
で
あ
っ

た
こ
と
や
、『
島
津
家
列
朝
制
度
』
や
『
三
国
名
勝
図
会
』
お
よ
び
『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』
に

記
述
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
ト
カ
ラ
列
島
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
た
後
に
退
治
さ
れ
た
海
賊
与
助

の
事
件
は
史
実
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ⅱ
　
小
宝
島
の
与
助
伝
説

　

で
は
次
に
、
現
在
の
小
宝
島
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
海
賊
与
助
の
伝
説
を
み
て
み
る
こ
と
と

す
る
。『
十
島
村
誌
』
に
、
小
宝
島
の
「
古
老
に
聞
い
た
話
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

或
る
日
、
海
岸
に
海
賊
船
ら
し
き
も
の
が
近
づ
い
て
来
る
の
を
発
見
し
た
島
の
人
た

ち
は
、
大
切
な
金
銀
や
宝
物
、
そ
れ
に
食
糧
、
来
年
の
種
も
の
な
ど
を
土
に
埋
め
た
り

し
て
、
か
ね
て
の
畝
神
山
避
難
洞
窟
の
中
に
か
く
れ
た
。
島
に
一
人
の
少
し
知
恵
遅
れ

の
子
供
が
い
た
。
島
人
た
ち
は
そ
の
子
供
に
、
海
岸
の
方
へ
行
き
海
賊
に
会
う
よ
う
に

指
示
し
た
。
海
賊
た
ち
は
そ
の
子
供
を
見
付
け
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
尋
ね
た
が
要
領

を
得
ず
、
島
人
た
ち
の
隠
れ
て
い
る
洞
窟
も
わ
か
ら
ず
、
集
落
を
荒
す
だ
け
荒
し
て
引

揚
げ
た
。
島
は
子
供
の
お
陰
で
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
話
で
は
、
小
宝
島
に
海
賊
が
来
た
時
、
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も
の
お
か
げ
で
被
害
に
あ

わ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
人
々
は
金
銀
や
宝
物
、
食
糧
、
来
年
の
種
も

の
な
ど
を
隠
し
て
畝
神
山
避
難
洞
窟
の
中
に
隠
れ
、
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も
に
海
賊
に
会
う
よ

う
に
指
示
し
た
と
い
う
。
小
宝
島
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も
の
話
は
聞
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
様
の
話
は
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
小
宝
島
で
採
集
し

た
話
を
紹
介
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
み
た
い
。

〈
事
例
１
〉
海
賊
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
と
隠
れ
穴

　

海
賊
じ
ゃ
っ
た
。
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
っ
て
三
人
兄
弟
海
賊
じ
ゃ
っ
た
ら
し
い
。
そ

う
言
う
て
ま
し
た
よ
昔
の
人
は
。
三
兄
弟
。
海
賊
。
だ
か
ら
そ
れ
が
来
た
時
に
は
皆
そ
こ
の

穴
に
行
っ
て
隠
れ
た
。
そ
こ
は
ヤ
ブ
（
藪
）
だ
っ
た
か
ら
。
ち
ょ
こ
っ
と
上
が
っ
て
来
て
も
、

そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
っ
て
こ
と
さ
え
、
捜
し
出
さ
ん
。
穴
の
名
前
は
な
い
。
私
な
ん
か
は
聞

い
て
い
な
い
。
穴
の
名
前
は
聞
い
て
な
い
。
そ
れ
は
と
に
か
く
そ
の
時
の
、
隠
れ
家
。

　

空
襲
の
時
は
そ
の
穴
に
み
ん
な
隠
れ
ま
し
た
。
で
も
今
思
え
ば
な
、
爆
弾
一
個
落
と
さ
れ

れ
ば
み
ん
な
生
き
埋
め
。
入
り
口
は
小
さ
い
。
奥
は
ず
う
っ
と
広
い
。
真
っ
暗
で
す
よ
、
明

か
り
を
点
け
ん
と
い
た
ら
。

　
〈
事
例
１
〉「
海
賊
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
と
隠
れ
穴
」
は
、
海
賊
た
ち
が
来
た
の
で

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）
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穴
に
隠
れ
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
こ
の
語
り
で
興
味
深
い
の
は
、
海
賊
の
与
助
・
与
太

郎
・
甚
之
助
が
三
兄
弟
だ
っ
た
と
昔
の
人
が
言
っ
て
い
た
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
中
之
島
で

調
査
す
る
と
、「
与
助
岩
」
と
か
ら
め
て
海
賊
与
助
の
名
前
は
語
ら
れ
て
い
る
が
、
与
太
郎

や
甚
之
助
の
名
前
を
語
る
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
小
宝
島
で
は
与
助
・
与

太
郎
・
甚
之
助
と
い
う
三
人
の
海
賊
の
名
前
が
語
ら
れ
、
し
か
も
三
人
は
兄
弟
だ
っ
た
と
い

う
。
海
賊
た
ち
の
名
前
が
い
つ
か
ら
小
宝
島
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
与
助
た
ち
が
来
た
と
い
う
弘
治
（
一
五
五
五
〜
一
五
五
八
）・
天
正
（
一
五
七
三
〜

一
五
九
二
）
の
頃
か
ら
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
成
立
『
三
国

名
勝
図
会
』
や
明
治
時
代
初
期
成
立
『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』
に
「
東
与
助
・
渡
邊
甚
之
助
・

黒
木
与
太
郎
」
と
い
う
海
賊
た
ち
の
名
前
が
記
さ
れ
た
後
、
そ
れ
を
読
ん
だ
人
が
島
の
人
た

ち
に
語
り
、
そ
れ
か
ら
三
人
の
名
前
が
具
体
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

〈
事
例
２
〉
畝
神
の
隠
れ
穴

　

そ
の
与
助
・
与
太
郎
の
そ
こ
の
穴
に
は
、
ま
あ
そ
う
や
っ
て
海
賊
が
来
る
と
い
う
ん
で
、

女
子
ど
も
を
あ
そ
こ
へ
隠
し
た
と
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
海
賊
が
、
来
る
。
み
ん
な
逃

げ
ろ
。
み
ん
な
逃
げ
ろ
で
す
よ
、
要
す
る
に
。
ほ
い
で
あ
あ
ゆ
う
ほ
ら
、
立
神
（
た
ち
が
み
）

の
下
の
ほ
ら
穴
な
ん
て
い
う
の
は
誰
も
わ
か
ら
な
い
場
所
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
隠
れ
家
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
も
子
ど
も
の
頃
何
回
か
入
っ
て
ま
す
け
ど
、
今
は
入
れ
な
い
ほ
ど

ヤ
ブ
（
藪
）
に
な
っ
て
る
。
だ
か
ら
ね
、
誰
も
行
か
な
い
近
づ
か
な
い
所
は
ヤ
ブ
に
な
る
ん

で
す
よ
。
あ
の
大
岩
屋
（
お
お
い
わ
や
）
の
穴
だ
け
で
す
よ
、
あ
ん
な
に
、
堂
々
と
開
い
て
、

や
っ
て
る
の
は
。
平
家
の
隠
れ
家
だ
け
で
す
よ
。（
与
助
・
与
太
郎
か
ら
逃
げ
た
穴
が
あ
る
の

は
）畝
神
の
ふ
も
と
で
す
。
そ
し
て
、山
手
側
で
す
。
入
り
口
は
一
メ
ー
ト
ル
そ
こ
ら
で
す
よ
。

深
さ
は
深
い
で
す
。
二
、三
十
メ
ー
ト
ル
。
入
り
口
は
そ
ん
だ
け
。
だ
か
ら
大
岩
屋
と
一
緒
で

す
。
こ
う
広
が
っ
て
る
。
今
も
そ
の
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
私
も
、
こ
こ
二
、三
十
年
見

て
ま
せ
ん
。
水
は
あ
そ
こ
は
た
ぶ
ん
入
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。
ま
あ
緊
急
避
難

場
所
で
す
。

　
〈
事
例
２
〉「
畝
神
の
隠
れ
穴
」
は
、
海
賊
与
助
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
畝
神
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
穴
に
島
の
人
々
が
隠
れ
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。〈
事
例
１
〉
の
話
者
に
よ
る
と
、
島
の

人
た
ち
が
隠
れ
た
と
い
う
穴
に
は
名
前
が
な
い
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
穴
に
つ
い
て
、『
十
島
村

誌
』
の
「
畝
神
洞
穴
」
の
項
に
「
島
の
東
南
南
か
南
に
あ
る
畝
神
山
（
う
ね
が
み
や
ま
）
の

下
に
、
そ
の
洞
穴
は
あ
る
。
こ
の
洞
穴
を
畝
神
洞
穴
と
い
う
。
畝
神
と
は
、
こ
の
島
だ
け
の

特
定
の
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
十
島
村
の
各
島
々
に
あ
る
根
神
山
の
こ
と
で
、
島
の
守
護
神

の
山
の
意
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〈
事
例
１
〉
の
話
者
以
外
の
人
に
聞
い
て
も
穴
に
名

前
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、畝
神
山
の
下
に
あ
る
穴
と
い
う
こ
と
で『
十
島
村
誌
』

を
ま
と
め
る
際
に
便
宜
的
に
「
畝
神
洞
穴
」
と
し
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
与
助
か
ら

隠
れ
た
こ
の
穴
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
の
時
に
も
み
ん
な
隠
れ
た
と
い
う
。
土
地
の

方
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
こ
の
穴
に
入
っ
て
み
た
が
、
確
か
に
入
口
が
分
か
り
に
く
い
洞
穴

で
あ
っ
た
。『
十
島
村
誌
』
の
「
畝
神
洞
穴
」
の
項
の
「
図
33　

畝
神
洞
穴
の
測
定
図
」
に
よ

る
と
、
こ
の
穴
は
奥
行
約
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
十
メ
ー
ト
ル
、
入
口
付
近
の
高
さ
約
二
メ
ー

ト
ル
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
土
が
入
っ
て
大
分
埋
ま
っ
て
い
た
。〈
事
例
２
〉
の
話

者
が
語
っ
て
い
る
「
平
家
の
隠
れ
家
」
と
い
う
の
は
、小
宝
島
港
に
上
陸
し
て
真
っ
直
ぐ
行
っ

た
と
こ
ろ
の
突
き
当
た
り
の
岩
に
あ
る
洞
穴
で
、「
平
家
大
岩
屋
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

大
洞
穴
は
、昔
平
家
の
落
人
た
ち
が
隠
れ
住
ん
だ
岩
屋
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
畝
神
の
ふ
も

と
に
あ
る
洞
穴
は
分
か
り
に
く
い
場
所
に
あ
る
が
、「
平
家
大
岩
屋
」
は
分
か
り
や
す
い
場
所

に
あ
る
。

〈
事
例
３
〉
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子

　

子
ど
も
が
な
、そ
の
船
が
来
た
ら
み
ん
な
隠
れ
ん
な
い
か
ん
か
ら
。
大
き
な
船
だ
か
ら
ボ
ー

ト
で
下
り
て
来
よ
っ
た
ん
だ
ろ
。
そ
の
人
た
ち
は
沖
に
船
は
あ
る
。
い
う
た
ら
そ
の
船
が
来

れ
ば
、
誰
か
が
見
れ
ば
、「
み
ん
な
来
た
」
っ
て
言
う
て
村
中
に
知
ら
せ
る
か
ら
。
子
ど
も
が

一
人
、
親
が
、「
昨
晩
浜
で
い
よ
る
」
と
呼
び
に
行
き
よ
っ
た
っ
て
。
そ
い
た
ら
、
そ
こ
で
捕

ら
え
ら
れ
て
。昔
ゃ
ヤ
ブ（
藪
）じ
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。今
み
た
い
な
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
て
。

し
て
大
き
な
ス
ス
キ
の
株
が
あ
っ
た
や
、
子
ど
も
と
、
そ
い
だ
中
に
丸
め
て
、
そ
ん
中
に
子

ど
も
を
入
れ
て
、
ス
ス
キ
を
こ
う
や
っ
て
縛
っ
て
。
帰
り
に
連
れ
て
行
く
か
ら
、
そ
い
だ
中

へ
結
わ
え
て
。
そ
し
て
帰
り
に
、
そ
の
子
ど
も
が
気
付
い
て
、「
ど
っ
か
こ
の
辺
じ
ゃ
っ
た
」。

（
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そ
の
子
ど
も
が
丸
々
し
て
る
。
そ
こ
を
踏
ん
だ
り
登
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
子
は
黙
ぁ
っ
て
。

と
う
と
う
捜
し
出
さ
ん
で
帰
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
子
が
言
う
ん
だ
「
怖
か
っ
た
。
自
分
の
頭

の
上
を
踏
ん
で
、過
ぎ
て
。
黙
っ
て
い
た
」。
黙
っ
ち
ょ
ら
ん
よ
な
。
そ
い
て
後
か
ら
親
は
、「
子

ど
も
が
お
ら
ん
」。
み
ん
な
で
捜
し
た
ん
だ
っ
て
。
へ
た
ら
そ
こ
の
ス
ス
キ
の
中
に
結
わ
え
て
、

そ
の
子
。へ
で
こ
の
島
の
人
は
誰
も
捕
ら
れ
ん
じ
ゃ
っ
た
。人
も
捕
っ
て
行
き
よ
っ
た
ん
じ
ゃ
。

そ
れ
は
、
親
父
か
ら
聞
い
た
話
。

〈
事
例
４
〉
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子

　

畝
神
（
う
ね
が
み
）
の
下
に
、
穴
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
。
与
助
・
与
太
郎
と
い
う
の
は

い
わ
ば
海
賊
で
す
ね
。
そ
れ
で
春
と
秋
と
い
う
の
か
な
、
北
風
で
下
り
て
き
て
南
風
で
上
る

と
い
う
、
そ
の
時
期
に
、
ま
あ
人
さ
ら
い
で
す
よ
ね
。
財
産
、
要
す
る
に
穀
物
な
の
か
。
金

銀
は
た
ぶ
ん
小
宝
島
に
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
穀
物
で
あ
っ
て
、
人
さ
ら
い
で
す
よ
ね
。
子

ど
も
だ
け
さ
ら
っ
て
行
っ
た
の
か
、
女
子
ど
も
さ
ら
っ
て
行
っ
た
の
か
っ
て
い
う
記
録
は
な

い
ん
で
す
け
ど
。
た
だ
、
言
い
伝
え
に
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
を
さ
ら
っ
た
と
。
そ

れ
を
で
す
ね
、
そ
の
場
所
︱
︱
は
ど
の
辺
に
あ
る
ん
か
ね
、
今
、
牛
舎
が
あ
る
あ
の
辺
な
る

ん
か
な
あ
。
︱
︱
は
、
ス
ス
キ
の
原
で
、
そ
の
ス
ス
キ
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
ス
ス

キ
だ
っ
た
。
そ
の
子
ど
も
を
で
す
ね
、
ス
ス
キ
の
中
に
置
い
て
、
結
わ
え
て
、
逃
げ
な
い
よ

う
に
、
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
結
わ
え
て
、
帰
り
に
、
そ
の
子
を
、
連
れ
て
行
こ
う
と
、

い
う
こ
と
で
、
島
に
来
て
、
島
に
ま
あ
部
落
に
上
が
っ
て
来
て
で
す
ね
、
そ
し
て
、
そ
の
、

掠
奪
を
終
わ
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
子
ど
も
を
閉
じ
こ
め
た
ス
ス
キ
が
ど
れ
だ
っ
た
か

わ
か
ら
な
く
て
結
局
、
連
れ
て
行
け
な
か
っ
た
。
そ
の
子
は
助
か
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
は

あ
る
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
思
う
の
に
、
相
当
大
き
な
ス
ス
キ
の
葉
だ
。
ま
あ
そ
れ
、
今
山
に
登
っ
た

ら
そ
れ
が
何
と
な
く
理
解
で
き
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
背
丈
以
上
の
ス
ス
キ
が
生
え
て
る
ん
で

す
よ
。
そ
う
い
う
状
態
だ
っ
た
の
か
な
。
今
、牧
場
地
区
、今
日
行
か
れ
ま
し
た
か
。
あ
そ
こ
ね
、

あ
ん
な
に
開
け
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
木
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
つ
ん
の
木
と
い
わ
れ
る
ね
。

木
が
生
え
て
て
、
そ
れ
で
、
木
と
、
木
が
、
ま
あ
ど
う
い
う
ふ
う
に
生
え
て
い
た
か
。
た
だ

海
岸
線
は
、
も
っ
と
こ
う
、
山
手
ま
で
木
が
迫
っ
て
た
っ
て
い
う
の
は
記
憶
あ
る
ん
で
す
け

ど
ね
。
木
が
生
え
て
て
ス
ス
キ
が
生
え
て
た
と
、
言
わ
れ
て
る
。
だ
い
ぶ
ん
だ
か
ら
地
形
が

変
わ
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
ま
ず
木
が
無
く
な
っ
た
。
私
に
言
わ
す
と
。
木
が
も
う
ず
っ
と
海

岸
線
に
押
し
や
ら
れ
て
。
そ
し
て
、
山
手
も
無
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。（
木
は
昭
和
四
十
年

代
頃
に
は
）
も
う
少
な
く
な
っ
て
ま
し
た
。
ス
ス
キ
の
原
と
い
う
の
が
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
。
僕
ら
の
年
代
で
は
。
た
だ
山
に
登
る
と
ス
ス
キ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ
ね
。
あ
あ
、

こ
の
中
の
ど
っ
か
に
こ
う
子
ど
も
を
閉
じ
込
め
て
、
行
っ
て
、
帰
り
ま
た
そ
の
ス
ス
キ
を
か

き
分
け
て
帰
ろ
う
と
し
た
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
道
一
つ
十
メ
ー
タ
ー
違
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と

捜
せ
な
い
か
な
み
た
い
な
の
は
、
分
か
る
。

　
〈
事
例
３
〉〈
事
例
４
〉「
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子
」
は
、
海
賊
与
助
が
小
宝
島
に
来
た

時
、
一
人
の
子
ど
も
が
逃
げ
遅
れ
て
捕
ま
っ
た
。
海
賊
は
そ
の
子
を
掠
奪
後
に
連
れ
て
帰
ろ

う
と
ス
ス
キ
に
結
わ
え
て
お
い
た
が
、
結
わ
え
た
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
子
ど
も
は
助

か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

先
に
、
小
宝
島
の
「
古
老
に
聞
い
た
話
」
と
し
て
、
海
賊
が
来
た
時
小
宝
島
の
人
た
ち
は

畝
神
山
避
難
洞
窟
の
中
に
隠
れ
、
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も
に
海
賊
に
会
う
よ
う
に
指
示
し
て
全

員
助
か
っ
た
と
い
う
話
が
『
十
島
村
誌
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、島
で
行
っ

た
調
査
で
は
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
十
島
村

誌
』
の
話
も
〈
事
例
３
〉〈
事
例
４
〉「
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子
」
の
話
も
、
一
人
の
子

ど
も
だ
け
が
海
賊
と
遭
遇
し
残
り
の
島
民
た
ち
は
穴
に
隠
れ
て
助
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
じ
事
件
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
伝
承
さ
れ
る
中
で

異
な
る
語
り
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
〈
事
例
４
〉
の
話
者
が
こ
こ
数
十
年
で
地
形
が
変
わ
り
木
が
無
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
小
宝
島
は
戦
後
大
き
く
島
の
様
子
が
変
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
与
助
の
時
代
の
小
宝

島
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
明
治
時
代
の
報
告
が
残
っ
て
い
る
。

　

笹
森
儀
助
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
五
）
が
大
島
島
司
で
あ
っ
た
明
治
二
十
八
年
四
月
か
ら

八
月
ま
で
川
辺
郡
拾
島
を
巡
回
し
た
際
の
日
記
『
拾
島
状
況
録
』
の
「
宝
島
記
」
に
「
小
宝

島
周
囘
三
十
一
町
ニ
シ
テ
、
珊
瑚
礁
ノ
海
面
ヲ
掩
フ
事
本
宝
島
ニ
於
ケ
ル
カ
如
シ
。
島
ノ
中

央
ニ
当
リ
、
東
西
ニ
稍
長
キ
丘
陵
ア
リ
。

竹
繁
茂
シ
テ
、
土
人
ノ
耕
地
其
上
部
ニ
点
在
ス
。

（
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周
囲
港
湾
ナ
シ
。
土
人
ノ
出
入
ハ
村
西
五
六
町
ノ
処
少
ク
珊
瑚
床
ノ
低
所
ア
リ
、
之
レ
ヨ
リ

出
入
シ
、
且
船
ヲ
曳
揚
ク
。
之
ヲ
ツ
ク
ヒ
泊
ト
云
フ
。
／
亦
北
面
ニ
淵
泊
ア
リ
。
南
西
村
西

ニ
三
浦
泊
ア
リ
。
皆
風
位
ニ
依
リ
出
入
ス
ル
処
タ
リ
。」（
第
一
編
第
一
章
）、「
小
宝
島
、
山

林
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
唯
全
島
珊
瑚
盤
層
ニ
ア
ラ
サ
ル
部
分
ハ

竹
ト
海
辺
ニ
ア
ダ
ム
ノ
生
ス

ル
ノ
ミ
。
村
落
ノ
ア
ル
処
枇
榔
ノ
大
樹
数
百
本
ア
リ
。
又
榕
樹
ア
ル
ノ
ミ
。
耕
地
ハ
丘
上
ト

村
ノ
東
部
ニ
ア
ル
ヲ
視
ル
。」（
第
一
編
第
二
章
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。  

　

現
在
の
小
宝
島
に
は
牧
場
も
あ
り
木
が
あ
ま
り
な
い
が
、
笹
森
儀
助
が
明
治
二
十
八
年
に

見
た
小
宝
島
に
は
珊
瑚
盤
層
以
外
に
は
琉
球
竹
と
ア
ダ
ン
の
木
が
生
え
、
村
落
の
あ
る
場
所

に
は
枇
榔
（
檳
榔
樹
。
ヤ
シ
科
の
常
緑
高
木
）
の
大
樹
数
百
本
や
榕
樹
（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
が

生
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
島
の
周
囲
に
港
湾
が
な
く
、
珊
瑚
床
が
低
い
所
な
ど

数
カ
所
を
風
位
に
よ
っ
て
利
用
し
て
船
の
出
し
入
れ
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
の「
ツ

ク
ヒ
泊
」
が
現
在
の
小
宝
島
港
、「
淵
泊
」
が
現
在
の
城
之
前
漁
港
か
と
推
定
さ
れ
る
。
与
助

が
来
た
時
の
島
の
状
況
は
、明
治
二
十
八
年
に
笹
森
儀
助
が
見
た
島
の
状
況
と
大
差
は
な
か
っ

た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
海
賊
た
ち
は
大
き
な
ス
ス
キ
に
さ
ら
っ
た
子
ど
も
を
結
わ
え
た

が
、
琉
球
竹
や
ア
ダ
ン
の
木
な
ど
が
一
面
に
繁
茂
し
た
な
か
で
子
ど
も
を
結
わ
え
た
場
を
見

失
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
の
笹
森
儀
助
と
同
様
に
、
与
助

た
ち
も
風
位
に
よ
っ
て
珊
瑚
床
が
低
い
所
を
適
宜
利
用
し
て
島
に
上
陸
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

〈
事
例
５
〉
与
助
か
ら
逃
げ
た
人

　

小
宝
は
、
誰
も
盗
ま
れ
な
か
っ
た
。
一
人
だ
け
、
連
れ
て
行
か
れ
て
。
そ
う
し
た
ら
、
船

を
、
出
し
て
。
大
人
だ
っ
た
み
た
い
。
そ
し
た
ら
、「
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
、
潮
の
流
れ
が
、
悪

い
所
だ
か
ら
、
そ
こ
は
、
カ
ジ
（
舵
）
は
、
私
が
と
る
」、
捕
ら
れ
て
行
き
よ
っ
た
人
が
。
そ

れ
で
、
沖
の
瀬
の
、
お
お
せ
の
、
あ
の
辺
で
、
カ
ジ
（
舵
）
を
切
っ
て
、
船
は
宝
の
方
に
向

け
て
、
自
分
は
飛
び
込
ん
で
、
逃
げ
た
。
よ
う
あ
そ
こ
で
、
カ
ジ
を
そ
ん
な
風
に
切
っ
て
船

遭
難
し
な
か
っ
た
ね
。
そ
し
て
泳
い
で
、
逃
げ
延
び
て
来
た
。
す
ご
い
泳
げ
る
人
で
ね
、
泳

ぎ
が
達
者
で
あ
っ
た
ん
だ
。そ
こ
は
潮
の
流
れ
が
速
い
と
こ
だ
っ
た
。そ
ん
な
た
だ
大
ま
か
な
、

あ
の
辺
に
。
今
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
下
。
こ
の
島
の
。「
こ
こ
は
潮
の
流
れ
が
速
い
か
ら
、
カ
ジ

は
私
が
と
る
」
っ
て
、
言
っ
て
。
よ
っ
ぽ
ど
、
度
胸
の
あ
る
人
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

　
〈
事
例
５
〉「
与
助
か
ら
逃
げ
た
人
」
は
、
大
人
が
一
人
海
賊
に
捕
ま
っ
て
船
に
乗
せ
ら
れ

た
が
、
潮
の
流
れ
が
悪
い
所
だ
か
ら
と
言
っ
て
自
分
が
船
の
カ
ジ
を
と
り
、
沖
の
瀬
で
カ
ジ

を
宝
島
の
方
に
切
っ
て
自
分
は
飛
び
込
ん
で
小
宝
島
に
泳
い
で
逃
げ
て
助
か
っ
た
と
い
う
話

で
あ
る
。
小
宝
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
小
宝
島
港
の
北
方
に
あ
る
が
、
そ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
沖

の
方
は
潮
の
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
巻
之
二
十
八
「
七
島
」
の
項
に
「
薩
摩
地
方
よ
り
南
島
琉
球
へ
往
来
す

る
に
は
、
必
ず
七
島
海
を
過
ぐ
、
七
島
海
と
は
、
屋
久
島
よ
り
大
島
ま
で
の
中
間
を
い
ふ
、

七
島
其
中
間
に
あ
る
故
な
り
、
北
海
東
西
七
十
里
許
の
間
、
波
浪
殊
に
高
く
、
潮
水
常
に
東

に
注
ぎ
、迅
速
な
る
こ
と
急
流
の
如
し
（
中
略
）、琉
球
常
路
の
舟
師
等
、謂
く
七
島
海
甚
浅
し
、

是
海
底
の
地
勢
高
く
起
り
て
、
南
北
一
脈
相
連
る
こ
と
、
地
上
に
山
脈
相
連
る
が
如
し
」
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
七
島
海
は
海
水
の
流
れ
が
速
い
う
え
海
が
浅
い
の
で
、
昔
か
ら
七
島

海
全
体
が
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。〈
事
例
５
〉
の
話
者
は
小
宝
島
と
宝
島
の
間
に
潮
の

流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
語
っ
て
い
る
が
、
笹
森
儀
助
『
拾
島
状
況
録
』
の
「
宝
島
記
」

に
「
島
ノ
東
方
大
凡
三
里
許
ニ
当
リ
小
宝
島
ア
リ
。
土
人
之
ヲ
島
子
ト
云
ヒ
、
其
距
離
ヲ
五

里
ト
称
ス
。
其
間
潮
流
急
劇
舟
行
遅
キ
カ
故
ニ
、此
称
ヲ
来
タ
セ
リ
ト
云
フ
」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
実
際
に
宝
島
と
小
宝
島
の
間
は
潮
流
が
急
激
で
舟
の
進
行
が
遅
く
な
る
難
所
の

よ
う
で
あ
る
。〈
事
例
５
〉
で
は
、
潮
流
が
急
激
な
宝
島
・
小
宝
島
間
の
中
で
も
特
に
難
所
と

さ
れ
る
場
所
で
の
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。〈
事
例
５
〉
の
話
者
に
よ

る
と
、
小
宝
島
と
宝
島
の
間
は
、
今
は
「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
」
で
三
十
分
だ
が
、
昔
は
帆
と

手
こ
ぎ
な
の
で
二
時
間
か
ら
三
時
間
か
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

先
に
み
た
〈
事
例
３
〉〈
事
例
４
〉「
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子
」
は
子
ど
も
が
一
人
さ

ら
わ
れ
か
け
た
が
助
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、〈
事
例
５
〉「
与
助
か
ら
逃
げ
た
人
」

は
大
人
が
一
人
捕
ま
っ
た
が
海
に
飛
び
込
ん
で
逃
げ
て
助
か
っ
た
と
い
う
話
で
、
結
局
、
小

宝
島
で
は
誰
も
さ
ら
わ
れ
ず
に
す
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〈
事
例
６
〉
与
助
が
焼
い
た
セ
ン
リ
堂

　
（
セ
ン
リ
堂
）あ
そ
こ
に
は
、何
か
堂
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
何
が
、神
様
か
知
ら
ん
け
ど
。
ち
ゃ

（
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ん
と
、
あ
れ
を
作
っ
て
、
お
堂
が
あ
っ
た
み
た
い
。「
道
」
っ
て
書
い
て
た
よ
、
セ
ン
リ
道
（
み

ち
）。
台
帳
に
は
そ
う
書
い
て
あ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
て
、
み
ん
な
が
お
参
り
し
て
た
と
。
そ
れ

も
与
助
・
与
太
郎
が
焼
き
払
っ
て
い
る
。
何
回
来
て
も
何
も
取
ら
れ
ん
で
腹
が
立
っ
て
、与
助
・

与
太
郎
が
焼
き
捨
て
て
行
っ
た
っ
て
言
よ
っ
た
よ
。そ
れ
で
も
、そ
れ
以
来
、建
て
な
か
っ
た
っ

て
お
堂
。

　

堂
に
、
何
を
祀
っ
て
た
の
か
知
ら
ん
け
ど
ま
あ
、
神
様
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
や
っ
ぱ
り
何
か

そ
こ
の
な
。
知
ら
ん
け
ど
、
与
助
・
与
太
郎
が
焼
き
払
っ
て
、
行
っ
た
。
何
か
そ
こ
に
あ
あ

し
ち
ょ
っ
た
も
ん
も
、
納
品
も
皆
持
っ
て
行
っ
た
み
た
い
。
取
っ
て
行
っ
た
み
た
い
。

　
〈
事
例
６
〉「
与
助
が
焼
い
た
セ
ン
リ
堂
」
は
、
何
回
小
宝
島
に
来
て
も
何
も
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
与
助
・
与
太
郎
が
怒
っ
て
セ
ン
リ
堂
と
い
う
お
堂
に
あ
っ
た
も
の
を
全
部
取
っ

て
お
堂
を
焼
き
払
っ
て
行
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
本
来
は
そ
こ
に
何
ら
か
の
神
を
祀
る
セ

ン
リ
堂
と
い
う
お
堂
が
あ
っ
た
が
、
与
助
・
与
太
郎
が
焼
き
払
っ
た
後
に
は
再
建
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、「
せ
ん
り
ど
う
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
小
さ
い
祠
が
作
っ
て
あ
り
、
地
籍
図
に
は
「
セ
ン
リ
道
」
と
表
記
し
て
あ
る
と
い
う
。
お

そ
ら
く
、
地
籍
図
に
「
せ
ん
り
ど
う
」
と
い
う
呼
称
を
記
入
す
る
時
に
「
堂
」
と
音
が
共
通

す
る
「
道
」
の
字
を
間
違
っ
て
あ
て
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

小
宝
島
は
小
さ
い
島
で
あ
る
が
、
島
全
体
に
多
数
の
お
宮
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
拝

ん
で
ま
わ
る
の
が
大
変
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
六
年
に
小
宝
神
社
を
作
っ
て
十
の
お
宮

を
合
祀
し
た
と
い
う
。
小
宝
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
十
の
お
宮
は
、中
島
神
社
、い
な
ご
宮
、

孝
坂
神
社
、
森
の
宮
、
神
壇
神
社
、
十
柱
神
社
、
御
宮
、
岳
の
御
神
、
河
宮
、
ご
ん
げ
ん
（
権

現
）
で
、
そ
の
中
に
は
セ
ン
リ
堂
は
入
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
元
々
お
宮
が
あ
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
に
は
、
今
で
も
小
祠
が
残
さ
れ
て
い
る
。
小
宝
島
の
セ
ン
リ
堂
に
関
し
て
は
、『
十

島
村
誌
』
に
「
村
の
近
く
に
は
セ
ン
リ
堂
、
権
現
が
あ
る
。
島
を
神
々
が
取
り
巻
い
て
守
っ

て
い
る
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
Ⅲ
　
与
助
の
最
期

　

海
賊
与
助
は
中
之
島
で
殺
害
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
中
之
島
で
語

ら
れ
て
い
る
与
助
の
最
期
と
小
宝
島
で
語
ら
れ
て
い
る
与
助
の
最
期
が
異
な
っ
て
い
る
。
中

之
島
で
は
与
助
を
与
助
岩
の
と
こ
ろ
で
焼
き
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
小
宝
島
で
は

焼
き
殺
し
た
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
次
に
小
宝
島
で
語
ら
れ
て
い
る
与
助
の
最
期
に
つ

い
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

〈
事
例
７
〉
与
助
の
最
期

　
（
落
と
し
穴
の
）
そ
の
上
に
家
を
作
っ
て
、
酒
を
飲
ま
し
て
、
さ
あ
も
う
え
え
頃
合
い
じ
ゃ

い
う
て
。
あ
れ
は
落
ち
る
よ
う
に
作
っ
て
た
み
た
い
。
ほ
ん
で
そ
こ
に
落
と
し
た
ら
し
い
。

穴
に
。
穴
に
落
と
し
て
埋
め
た
の
よ
。（
埋
め
た
の
は
）
中
之
島
っ
て
。
だ
か
ら
も
う
、
毎
年

毎
年
そ
う
や
っ
て
い
じ
め
ら
れ
る
。
今
度
は
隠
れ
て
い
る
よ
り
も
、こ
っ
ち
か
ら
迎
え
に
行
っ

て
、
そ
う
し
よ
う
っ
て
。
頭
い
い
人
が
い
た
ん
だ
、
中
之
島
に
は
。
ほ
い
で
、
船
が
も
う
来

る
頃
に
は
ち
ゃ
ん
と
そ
う
い
う
準
備
し
て
待
っ
て
て
。

　
〈
事
例
７
〉「
与
助
の
最
期
」は
、与
助
に
毎
年
い
じ
め
ら
れ
る
の
で
今
度
は
隠
れ
る
よ
り
こ
っ

ち
か
ら
迎
え
に
行
こ
う
と
決
め
、
船
が
来
る
頃
に
準
備
し
て
待
ち
、
中
之
島
で
落
と
し
穴
を

掘
っ
て
そ
の
上
に
家
を
作
り
、
酒
を
飲
ま
せ
て
穴
に
落
と
し
て
埋
め
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。

与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
の
三
人
と
も
そ
こ
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

〈
事
例
８
〉
与
助
の
最
期

　

何
か
、
落
と
し
穴
み
た
い
な
所
に
、
だ
ま
し
て
落
と
し
た
。
要
す
る
に
、
屋
敷
な
り
何
な
り
、

そ
こ
に
こ
の
、
ほ
ら
穴
を
、
ほ
ら
穴
と
い
う
か
落
と
し
穴
を
掘
っ
と
い
て
、
ほ
い
で
そ
こ
で

酒
を
飲
ま
せ
て
、
ま
ん
ま
と
、
し
て
や
っ
た
り
と
、
い
う
よ
う
な
感
じ
で
聞
い
て
た
ん
で
す

け
ど
。
要
す
る
に
落
と
し
穴
に
落
と
し
た
。
だ
か
ら
後
は
上
か
ら
埋
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

接
待
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
ね
、
そ
う
い
う
そ
の
、
落
と
し
穴
を
、
接
待
場
所
に
、
作
っ
と

い
て
。
ま
た
、
春
夏
秋
冬
必
ず
来
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
北
風
と
南
風
で
。
だ
か
ら
、
も
う

こ
ん
な
海
賊
に
毎
年
、
搾
取
さ
れ
て
た
ん
じ
ゃ
か
な
わ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
や
っ
つ
け
て
や

る
ぞ
と
い
う
こ
と
で
そ
の
わ
ざ
わ
ざ
、
そ
う
い
う
場
所
を
準
備
し
て
と
、
い
う
ふ
う
に
、
僕

は
聞
い
て
い
る
。落
と
し
穴
だ
と
聞
い
て
い
る
。だ
か
ら
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

焼
き
殺
さ
れ
た
と
は
聞
い
て
な
い
。
落
と
し
穴
に
落
と
し
た
ら
上
か
ら
埋
め
る
し
か
な
い
。

　
〈
事
例
８
〉「
与
助
の
最
期
」
は
、
北
風
と
南
風
で
春
夏
秋
冬
必
ず
来
る
海
賊
に
毎
年
搾
取

（
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さ
れ
て
は
か
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
接
待
場
所
に
落
と
し
穴
を
掘
っ
て
準
備
し
て
だ
ま

し
、
酒
を
飲
ま
せ
て
穴
に
落
と
し
生
き
埋
め
に
し
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。〈
事
例
８
〉
の
話

者
に
焼
き
殺
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
な
い
か
を
聞
く
と
、
焼
き
殺
さ
れ
た
と
は
聞
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

〈
事
例
９
〉
与
助
の
最
期

　

与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
、
い
う
名
前
。
三
人
よ
。
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
い
う
て
お

父
さ
ん
が
話
し
を
し
た
が
ね
。
そ
れ
は
、
ど
っ
か
、
宝
島
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
宝
島
に
来

て
、
そ
し
て
し
ま
い
は
、
中
之
島
で
、
何
と
か
よ
、
私
な
ん
か
の
何
か
親
戚
の
人
が
か
か
わ
っ

て
い
る
ら
し
い
、
そ
れ
を
退
治
し
た
の
は
。
穴
掘
っ
て
ね
、
穴
掘
っ
て
。
宝
島
に
来
て
ね
、

何
か
あ
れ
、
泥
棒
し
て
、
何
や
か
ん
や
。
忘
れ
た
本
当
に
。
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
と
い

う
。
甚
之
助
は
、
宝
島
の
人
じ
ゃ
な
い
？　

ど
こ
の
人
か
知
ら
ん
。
三
人
。
三
人
組
。
兄
弟

か
は
知
ら
ん
。
グ
ル
ー
プ
じ
ゃ
。
三
人
。
与
太
郎
・
甚
之
助
。
ど
こ
の
人
か
は
知
ら
ん
。
忘

れ
た
。
そ
れ
が
、
何
か
悪
い
こ
と
し
て
。
今
度
は
あ
の
、
宝
島
で
か
中
之
島
で
か
、
穴
掘
っ
て
、

そ
れ
を
そ
の
、
大
き
な
穴
掘
っ
て
な
、
落
と
し
穴
作
っ
て
退
治
す
る
て
い
う
て
。
そ
れ
は
悪

い
こ
と
す
る
人
で
、
そ
う
し
て
、
穴
掘
っ
て
ね
、
穴
掘
っ
て
、
そ
れ
が
上
に
こ
う
ね
、
何
か

を
し
て
こ
う
踏
ん
だ
ら
ぽ
こ
っ
と
落
ち
る
よ
う
に
し
て
。
ど
っ
か
で
、
酒
盛
り
し
ょ
う
と
か

何
と
か
い
う
て
だ
ま
し
て
。
し
て
、
帰
り
道
と
か
何
と
か
そ
こ
通
り
道
な
、
そ
う
い
う
落
と

し
穴
作
っ
て
、
落
と
し
穴
に
落
と
し
入
れ
た
っ
て
。
何
て
か
、
そ
う
話
聞
い
た
よ
。
そ
い
で
、

そ
い
で
そ
の
、
あ
あ
や
っ
ぱ
り
中
之
島
。
そ
い
で
そ
の
中
之
島
に
は
ブ
ト
が
お
る
で
し
ょ
う
。

そ
い
で
そ
れ
を
ね
、
そ
こ
で
ほ
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
し
て
、
そ
し
た
ら
、
そ
い
が
魂
っ
て
の

は
、
バ
チ
（
罰
）
が
来
て
魂
や
っ
て
そ
の
、
あ
れ
が
、
ブ
ト
が
増
え
た
っ
て
。
ブ
ト
が
、
与
助
・

与
太
郎
の
魂
や
っ
て
、
い
う
こ
と
聞
き
ょ
う
た
で
す
よ
。

　
〈
事
例
９
〉「
与
助
の
最
期
」
は
、
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
と
い
う
三
人
組
が
悪
い
こ
と

を
す
る
の
で
酒
盛
り
し
よ
う
と
だ
ま
し
、
通
り
道
に
落
と
し
穴
を
作
っ
て
落
と
し
入
れ
て
退

治
し
た
と
こ
ろ
、与
助
・
与
太
郎
ら
の
魂
が
ブ
ト
に
な
り
、中
之
島
に
ブ
ト
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。〈
事
例
９
〉
の
話
者
に
聞
く
と
、
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
は
三
人

組
で
、三
人
が
兄
弟
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。
小
宝
島
に
お
い
て
は
、与
助
・

与
太
郎
・
甚
之
助
と
い
う
三
人
が
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
三
兄
弟
と
い
う
立
場
と
三

人
が
兄
弟
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
と
い
う
立
場
の
二
つ
の
説
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。〈
事
例

９
〉
で
面
白
い
の
は
、
中
之
島
の
ブ
ト
の
起
源
ま
で
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。〈
事
例
９
〉

の
話
者
の
親
戚
が
中
之
島
に
い
る
そ
う
な
の
で
、
中
之
島
で
ブ
ト
の
起
源
の
話
を
聞
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
事
例
９
〉
の
話
者
が
、
与
助
は
落
と
し
穴
で
埋
め
殺

さ
れ
た
と
い
う
小
宝
島
の
伝
承
を
伝
え
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

　

中
之
島
で
は
与
助
岩
の
所
に
家
を
作
っ
て
与
助
た
ち
に
酒
を
飲
ま
せ
て
焼
き
殺
し
た
と
い

う
焼
殺
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
小
宝
島
で
は
〈
事
例
７
〉〈
事
例
８
〉〈
事
例
９
〉
の

ど
の
話
者
も
共
通
し
て
与
助
は
酒
を
飲
ま
さ
れ
て
落
と
し
穴
に
落
と
さ
れ
て
埋
め
ら
れ
た
と

語
っ
て
い
る
。
海
賊
殺
害
方
法
に
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
小
宝
島
で
は
落
と
し
穴
殺
害
説
が
独
自
の
伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ

か
り
注
目
さ
れ
る
。

〈
事
例
10
〉「
日
向
ん
ジ
イ
か
ら
捕
ら
る
っ
ど
」

　

昔
の
人
は
そ
う
言
い
よ
っ
た
よ
。「
子
ど
も
は
海
岸
に
行
く
な
。
日
向
ん
ジ
イ
か
ら
捕
ら

る
っ
ど
」
っ
て
言
っ
て
。
下
船
が
来
れ
ば
。
ず
ら
っ
と
停
泊
し
よ
っ
た
か
ら
。
日
向
の
ジ
イ

か
ら
捕
ら
れ
る
か
ら
、行
く
な
っ
て
海
端
の
。
遊
び
に
行
く
な
っ
て
海
岸
に
。
こ
の
人
た
ち
が
、

そ
う
し
て
子
ど
も
を
捕
っ
て
行
き
よ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
代
々
、「
日
向
ん
ジ
イ
か

ら
捕
ら
る
っ
ど
」
っ
て
。
与
助
・
与
太
郎
は
日
向
の
人
。

　
〈
事
例
10
〉
は
、
昔
の
人
は
子
ど
も
が
海
岸
に
行
こ
う
と
す
る
と
、「
子
ど
も
は
海
岸
に
行

く
な
。
日
向
ん
ジ
イ
か
ら
捕
ら
る
っ
ど
」
と
言
っ
て
注
意
し
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
昭
和

二
年
生
ま
れ
の
〈
事
例
10
〉
の
話
者
が
子
ど
も
の
頃
、
発
動
船
が
沖
に
ず
ら
っ
と
停
泊
し
て

い
た
そ
う
で
、
子
ど
も
が
さ
ら
わ
れ
か
け
る
事
件
も
発
生
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ

と
か
ら
、
親
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
、
日
向
の
ジ
イ
か
ら
捕
ら
れ
る
か
ら
海
岸
に
遊
び
に
行

く
な
と
言
っ
て
注
意
し
た
と
い
う
。
海
賊
与
助
・
与
太
郎
た
ち
は
日
向
の
人
だ
っ
た
の
で
、「
日

向
ん
ジ
イ
か
ら
捕
ら
る
っ
ど
」
と
代
々
子
ど
も
た
ち
に
注
意
し
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
数
百

年
前
に
日
向
か
ら
来
て
掠
奪
行
為
を
働
い
た
海
賊
た
ち
に
対
す
る
恐
怖
が
い
か
に
強
い
も
の

で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
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〈
事
例
11
〉
与
助
と
海
賊
キ
ッ
ド

　

そ
の
与
助
・
与
太
郎
は
、
与
那
国
島
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
、
海
賊
キ
ッ
ド
と
、
交
換
し
よ
っ

た
と
い
う
。
人
間
や
ら
宝
物
や
ら
何
で
も
持
っ
て
行
っ
て
、
人
間
を
捕
ら
え
て
そ
の
人
た
ち

に
売
る
わ
け
よ
。何
か
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
。何
か
そ
ん
な
親
父
が
そ
ん
な
こ
と
言
う
て
た
よ
。

そ
こ
へ
行
っ
て
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
そ
れ
で
向
こ
う
に
売
る
。
そ
う
い
う
こ
と
。

　

そ
う
い
う
風
に
何
で
も
捕
っ
て
行
き
よ
っ
た
っ
て
。
鍬
で
も
鎌
で
も
。
あ
ら
ゆ
る
金
具
と
。

金
物
は
何
で
も
捕
っ
て
、
そ
れ
で
ヘ
ラ
も
鎌
も
。
そ
の
船
が
来
る
時
期
に
な
れ
ば
、
み
ん
な

穴
掘
っ
て
埋
め
て
。
種
も
ね
、
麦
や
ら
ア
ワ
（
粟
）・
キ
ビ
（
黍
）。
そ
れ
も
み
ん
な
、
カ
メ

（
甕
）
に
入
れ
て
、
掘
っ
て
埋
め
て
、
保
存
し
よ
っ
た
。
家
に
あ
れ
ば
、
何
で
も
持
っ
て
行
っ

た
。
捕
ら
れ
な
い
よ
う
に
み
ん
な
埋
め
た
。
畑
に
。

　
〈
事
例
11
〉「
与
助
と
海
賊
キ
ッ
ド
」
は
、
与
助
・
与
太
郎
が
与
那
国
島
ま
で
行
き
、
掠
奪

し
た
人
や
物
を
海
賊
キ
ッ
ド
と
交
換
し
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
昭
和
二
年
生
ま
れ
の
〈
事

例
11
〉
の
話
者
の
父
親
が
そ
う
言
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。〈
事
例
11
〉
の
後
半
部
に
、
海
賊

た
ち
が
取
っ
て
行
こ
う
と
し
た
も
の
と
、
そ
れ
ら
を
隠
す
方
法
が
語
ら
れ
て
い
る
。
海
賊
た

ち
は
家
に
あ
る
も
の
は
何
で
も
持
っ
て
行
っ
た
た
め
、
鍬
・
鎌
・
ヘ
ラ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
金
具
と
、

麦
・
ア
ワ
（
粟
）・
キ
ビ
（
黍
）
の
種
も
み
ん
な
カ
メ
（
甕
）
に
入
れ
、
掘
っ
て
畑
に
埋
め
た

と
い
う
。
具
体
的
で
生
々
し
い
語
り
な
の
で
説
得
力
が
あ
り
興
味
深
い
。

　

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
海
賊
キ
ッ
ド
（W

illiam
 K

idd

）
は
一
六
四
五
年
頃
に
生
ま
れ
、

一
七
〇
一
年
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
世
界
的
に
著
名
な
海
賊
で
あ
る
。
一
方
、
与
助
は
弘

治
（
一
五
五
五
〜
一
五
五
八
）・
天
正
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）
頃
に
ト
カ
ラ
列
島
で
海
賊

行
為
を
働
き
、
天
正
年
間
に
は
殺
害
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
海
賊
キ
ッ
ド
が
生
ま

れ
た
時
に
は
与
助
は
半
世
紀
以
上
前
に
死
去
し
て
お
り
、
二
人
が
会
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
見
す
る
と
荒
唐
無
稽
な
伝
承
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は
こ
う
い
う

伝
承
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
海
賊
キ
ッ
ド
が
ト
カ
ラ
列
島
の
宝
島
に
財
宝
を
隠
し
た
と
い
う
、

昭
和
十
二
年
に
起
こ
っ
た
海
賊
キ
ッ
ド
の
埋
蔵
金
騒
動
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
十
二
年
二
月
四
日
外
務
省
に
届
い
た
ア
メ
リ
カ
の
探
偵
を
名
乗
る
人
物
か
ら
の
手
紙
に
、

南
西
諸
島
の
宝
島
に
海
賊
キ
ッ
ド
の
財
宝
が
埋
め
て
あ
る
と
記
し
て
あ
っ
た
そ
う
で
、
こ
の

こ
と
が
日
本
の
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
騒
動
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。小
宝
島
や
宝
島

で
調
査
中
、
そ
の
頃
宝
島
に
海
賊
キ
ッ
ド
の
財
宝
を
求
め
て
来
た
外
国
人
が
い
た
ら
し
い
と

い
う
話
を
し
て
く
れ
る
古
老
も
い
た
。
宝
島
や
近
隣
の
島
々
で
は
、
そ
の
海
賊
キ
ッ
ド
埋
蔵

金
騒
動
を
き
っ
か
け
に
し
て
、〈
事
例
11
〉「
与
助
と
海
賊
キ
ッ
ド
」
の
よ
う
な
話
が
世
間
話

の
な
か
か
ら
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
新
し
い
伝
説
の
生
成
と
い
う
点
か

ら
み
て
も
興
味
深
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
結
　
語

　

以
上
で
、
ト
カ
ラ
列
島
小
宝
島
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
海
賊
伝
説
に
関
す
る
筆
者
な
り
の

考
察
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

海
賊
与
助
た
ち
は
、
日
向
国
油
津
湊
と
い
う
戦
国
時
代
に
は
海
賊
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
良

港
か
ら
、
ト
カ
ラ
の
島
々
に
何
度
も
や
っ
て
き
て
掠
奪
行
為
を
働
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小
宝

島
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
と
、
多
数
の
海
賊
関
連
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

　

現
在
の
小
宝
島
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
海
賊
伝
説
は
、
大
き
く
五
つ
の
話
種
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
畝
神
の
隠
れ
穴
と
助
か
っ
た
子
ど
も
に
ま
つ
わ
る
話
で
、「
海
賊
与
助
・
与
太
郎
・

甚
之
助
と
隠
れ
穴
」「
畝
神
の
隠
れ
穴
」「
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子
」
な
ど
が
語
ら
れ
て

い
る
。「
海
賊
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
と
隠
れ
穴
」
と
「
畝
神
の
隠
れ
穴
」
は
、
海
賊
た
ち

が
来
た
の
で
畝
神
山
の
と
こ
ろ
に
あ
る
穴
に
み
ん
な
が
隠
れ
て
助
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
中
之
島
で
は
与
助
と
い
う
名
前
の
み
語
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
小
宝
島

で
は
与
助
・
与
太
郎
・
甚
之
助
と
い
う
三
兄
弟
の
海
賊
だ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
与
助
に
さ
ら
わ
れ
か
け
た
子
」
は
、
一
人
の
子
ど
も
が
逃
げ
遅
れ
て
海
賊
与
助
に
捕
ま
り
ス

ス
キ
に
結
わ
え
ら
れ
た
が
、
結
わ
え
た
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
子
ど
も
は
助
か
っ
た
と

い
う
話
で
あ
る
（
な
お
、
こ
の
子
ど
も
は
知
恵
遅
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
）。
こ
の
伝
説
を
理
解
す
る
に
は
与
助
時
代
の
自
然
状
況
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

笹
森
儀
助
『
拾
島
状
況
録
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
八
年
時
の
小
宝
島
に
は
珊
瑚
盤
層
以
外

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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に
は
琉
球
竹
と
ア
ダ
ン
の
木
が
生
え
、
村
落
の
あ
る
場
所
に
は
檳
榔
樹
の
大
樹
数
百
本
や
ガ

ジ
ュ
マ
ル
が
生
え
て
お
り
、
島
の
周
囲
に
は
港
湾
が
な
く
珊
瑚
床
が
低
い
所
な
ど
数
カ
所
を

風
位
に
よ
っ
て
利
用
し
て
船
の
出
し
入
れ
を
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
の
小
宝
島
に
は
牧
場

も
あ
り
木
が
あ
ま
り
な
い
の
で
ス
ス
キ
原
の
イ
メ
ー
ジ
は
想
像
し
に
く
い
が
、笹
森
儀
助
『
拾

島
状
況
録
』
の
記
述
か
ら
か
つ
て
の
小
宝
島
の
自
然
状
況
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

伝
説
内
容
が
納
得
で
き
る
。

　

二
つ
目
は
大
人
が
一
人
海
賊
に
捕
ま
り
か
け
た
話
で
、「
与
助
か
ら
逃
げ
た
人
」
が
語
ら
れ

て
い
る
。「
与
助
か
ら
逃
げ
た
人
」は
、大
人
が
一
人
海
賊
に
捕
ま
り
か
け
た
が
逃
げ
て
助
か
っ

た
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
の
人
は
海
賊
船
に
乗
せ
ら
れ
た
が
、
潮
の
流
れ
が
悪
い
所
だ
か
ら

と
言
っ
て
自
分
が
船
の
カ
ジ
を
と
り
、
沖
の
瀬
で
カ
ジ
を
宝
島
の
方
に
切
っ
て
自
分
は
飛
び

込
ん
で
逃
げ
て
助
か
っ
た
と
い
う
。
潮
流
が
急
激
な
宝
島
・
小
宝
島
間
の
中
で
も
特
に
難
所

と
さ
れ
る
場
所
で
の
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

三
つ
目
は
セ
ン
リ
堂
に
ま
つ
わ
る
話
で
、「
与
助
が
焼
い
た
セ
ン
リ
堂
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
与
助
が
焼
い
た
セ
ン
リ
堂
」
は
、
海
賊
与
助
が
セ
ン
リ
堂
と
い
う
お
堂
に
あ
っ
た
も
の
を
全

部
取
っ
て
お
堂
を
焼
き
払
っ
て
行
っ
た
と
い
う
話
で
、
島
に
多
数
あ
る
お
宮
の
一
つ
に
関
す

る
伝
説
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
リ
堂
に
何
が
祀
っ
て
あ
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

四
つ
目
は
与
助
が
殺
害
さ
れ
た
時
の
話
で
、「
与
助
の
最
期
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
与
助

の
最
期
」
は
、
海
賊
船
が
来
る
頃
に
準
備
し
て
待
ち
、
中
之
島
で
落
と
し
穴
を
掘
っ
て
そ
の

上
に
家
を
作
り
、
酒
を
飲
ま
せ
て
穴
に
落
と
し
て
埋
め
た
と
い
う
話
で
、
与
助
・
与
太
郎
・

甚
之
助
の
三
人
と
も
そ
こ
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
中
之
島
で
は
焼
き
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
な
ぜ
小
宝
島
で
は
埋
め
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ

る
。

　

五
つ
目
は
そ
の
他
の
話
種
で
、海
岸
で
遊
ぼ
う
と
す
る
子
ど
も
に
注
意
す
る
時
の
言
葉
「
日

向
ん
ジ
イ
か
ら
捕
ら
る
っ
ど
」、「
与
助
と
海
賊
キ
ッ
ド
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
日
向
ん
ジ

イ
か
ら
捕
ら
る
っ
ど
」
は
、
昔
の
人
は
子
ど
も
が
海
岸
に
行
こ
う
と
す
る
と
、「
子
ど
も
は
海

岸
に
行
く
な
。
日
向
ん
ジ
イ
か
ら
捕
ら
る
っ
ど
」
と
言
っ
て
注
意
し
た
と
い
う
語
り
で
、
数

百
年
前
に
日
向
か
ら
来
て
掠
奪
行
為
を
働
い
た
海
賊
た
ち
に
対
す
る
恐
怖
が
い
か
に
強
い
も

の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
注
目
さ
れ
る
。「
与
助
と
海
賊
キ
ッ
ド
」
は
与
助
が
与
那
国
島
ま
で

行
き
、
掠
奪
し
た
人
や
物
を
海
賊
キ
ッ
ド
と
交
換
し
た
と
い
う
話
で
、
一
見
す
る
と
荒
唐
無

稽
な
伝
承
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
昭
和
十
二
年
に
起
こ
っ
た
宝
島
の
海
賊
キ
ッ
ド
埋
蔵
金
騒

動
が
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
新
し
い
伝
説
の
生
成
と
い
う
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

　

小
宝
島
の
海
賊
伝
説
か
ら
は
、
島
の
地
形
（
入
り
口
の
わ
か
り
に
く
い
洞
窟
の
存
在
、
か

つ
て
は
港
が
無
く
低
所
か
ら
船
の
出
し
入
れ
を
し
た
等
）、
植
生
（
樹
木
や
ス
ス
キ
の
生
え
具

合
等
）、
島
の
周
囲
の
海
流
の
状
況
な
ど
、
島
お
よ
び
周
辺
の
自
然
の
状
況
が
伝
説
の
成
立
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
稿
で
は
、
小
宝
島
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
海
賊
与
助
を
め
ぐ
る
伝
説
を
中
心
に
考
察
し
て

み
た
。
与
助
が
殺
害
さ
れ
た
地
と
さ
れ
る
中
之
島
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
海
賊
与
助
を
め
ぐ
る

伝
説
に
関
す
る
考
察
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。

〈
注
〉

（
１
）
原
口
虎
雄
氏
監
修
『
三
国
名
勝
図
会　

第
二
巻
』（
青
潮
社
・
一
九
八
二
）、
九
三
三
〜

九
三
四
頁
。

（
２
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
鹿
児
島
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）、「
七
島
」「
十
島
村
」
の
項
参
照
。

（
３
）
中
之
島
の
海
賊
伝
説
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
七
年
度
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
鹿
児
島

大
会
（
於
・
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
二
〇
一
五
・
八
・
一
六
）
で
「
ト
カ

ラ
列
島
中
之
島
の
海
賊
伝
説
─
与
助
岩
と
ブ
ト
の
起
源
─
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
別
稿

を
用
意
し
て
い
る
。

（
４
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
鹿
児
島
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）、「
宝
島
・
小
宝
島
」
の
項
参
照
。

（
５
）『
藩
法
集
８
鹿
児
島
藩　

上
』（
創
文
社
・
一
九
六
九
）、
九
二
〇
〜
九
二
一
頁
。

（
６
）
注
１
の
『
三
国
名
勝
図
会　

第
二
巻
』、
九
四
六
〜
九
四
七
頁
。

（
７
）『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』（
鹿
児
島
県
教
育
会
、
活
字
本
明
治
三
十
一
年
・
復
刻

一
九
七
一
）、
三
一
八
頁
。

（
８
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
宮
崎
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）、「
油
津
湊
」
の
項
参
照
。

（
９
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
宮
崎
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）、「
飫
肥
」
の
項
参
照
。
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（
10
）
十
島
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
十
島
村
誌
』（
十
島
村
、
一
九
九
五
）、
四
九
六
頁
。

（
11
）
話
者
は
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
十
島
村
小
宝
島
の
女
性
（
Ｓ
２
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二

年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
八
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
12
）
話
者
は
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
十
島
村
小
宝
島
の
男
性
（
Ｓ
25
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二

年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
七
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
13
）
注
10
の
『
十
島
村
誌
』、
五
五
四
頁
。

（
14
）
注
10
の
『
十
島
村
誌
』、
五
五
五
頁
。

（
15
）
注
10
の
『
十
島
村
誌
』、
五
五
三
頁
。

（
16
）
話
者
は
注
11
の
女
性
（
Ｓ
２
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
八
日
・

原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
17
）
話
者
は
注
12
の
男
性
（
Ｓ
25
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
七
日
・

原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
18
）
笹
森
儀
助
『
拾
島
状
況
録
』（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
巻
』
三
一
書
房
・

一
九
六
八
、
所
収
）、
二
七
六
〜
二
七
七
頁
。

（
19
）
話
者
は
注
11
の
女
性
（
Ｓ
２
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
八
日
・

原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
20
）
注
１
の
『
三
国
名
勝
図
会　

第
二
巻
』、
九
四
一
〜
九
四
二
頁
。

（
21
）
注
18
の
笹
森
儀
助
『
拾
島
状
況
録
』、
二
七
六
頁
。

（
22
）
話
者
は
注
11
の
女
性
（
Ｓ
２
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
十
日
・

原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
23
）
小
宝
神
社
の
中
に
「
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
日
小
宝
島
合
社
寄
附
者
一
覧
」
と
記
さ
れ

た
看
板
が
あ
り
、
お
宮
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宮
の
名
前
を
記
し
た
十
の
木
札
が
掛
け
て

あ
る
。

（
24
）
注
10
の
『
十
島
村
誌
』、
八
〇
七
頁
。

（
25
）
話
者
は
注
11
の
女
性
（
Ｓ
２
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
八
日
・

原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
26
）
話
者
は
注
12
の
男
性
（
Ｓ
25
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
七
日
・

原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
27
）
話
者
は
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
十
島
村
小
宝
島
の
女
性
（
Ｓ
６
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二

年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
十
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
28
）（
29
）
話
者
は
注
11
の
女
性
（
Ｓ
２
生
ま
れ
）。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
八

日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
30
）『
日
本
大
百
科
全
書
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』（
小
学
館
）、「
海
賊
キ
ッ
ド
」
の
項
参
照
。

（
31
）
畠
山
清
行
氏
『
日
本
の
埋
蔵
金　

下
』（
番
町
書
房
・
一
九
七
三
）
所
収
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・

キ
ッ
ド
と
宝
島
」
参
照
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
十
七
年
度
〜
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｃ
・

研
究
課
題
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
自
然
説
明
伝
説
の
調
査
研
究
」（
課
題
番
号15K

02222

）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

連
絡
先
：
原
田
信
之

新
見
公
立
大
学
看
護
学
部　

〒
七
一
八
─
八
五
八
五　

新
見
市
西
方
一
二
六
三
─
二

 

（
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
八
日
受
理
）


